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学位論文内容の要旨
陸域生態系において,大型草食獣による採食や排滑などの行動は,土壌特性やそれらの空間的不均質性を変化させるが,
その変化の程度や方向性は気候によって異なる｡モンゴル国は南北での気候学的勾配が大きく,生態系タイプは北部の森
林ステップから,中部のステップ,南部のゴビステップへと変化する｡また近年,放牧家畜頭数が急激に増加するととも
に,都市や主要道路周辺に放牧場所が集中するようになり,草原の劣化および砂漠化の危険性が指摘されており,持続可
能な草原の利用法を検討しなければならない｡そのために,モンゴルの草原生態系に対して現状の放牧が及ぼす影響を明
らかにする必要がある｡本博士論文はモンゴル草原生態系の土壌特性について,乾燥程度の異なる3タイプの草原生態系
において放牧が,表層土壌 (0-10cm)(第2章),深さ50cmまでの垂直変化 (第3章),および表層土壌(0-5cm)の空間的
不均質性に与える影響 (第4章)を明らかにするとともに,ステップ地域に優占するCaraganamicnphylaのマウンド形
成が局所的な土壌の化学的特性に及ぼす影響 (第5章)を明らかにすることを目的とした｡
第2章および3章では,森林ステップ,ステップおよびゴビステップ (年降水量はそれぞれ 299,156,142mm)の被
食防護柵の内外に調査区を設置し,表層土壌の化学的特性および深さ50cmまでの土壌特性の垂直変化を比較した結果,
森林ステップでは放牧の影響は顕著ではないが,ステップおよびゴビステップでは放牧によって塩類の集積層がより浅い
層へと移行するとともに,表層土壌のpHが上昇し,窒素形態変化速度 (養分循環速度の指標)が抑制されることを示し
た｡
第4章では,各調査区における表層の土壌特性の空間的不均質性を地理統計学的手汰 (セミバリオグラム)により定量
的に評価した結果,乾燥程度の違いにより元来の植生タイプが異なると,放牧が表層土壌の化学的特性に与える影響も異
なることを示した｡特に窒素形態変化速度の空間構造は森林ステップでは放牧によって発達するが,ステップおよびゴビ
ステップでは消失する可能性を示した｡
第5章では,ステップ地域のC.microphyJaパッチを対象として,マウンド内,マウンド下,マウンド外の土壌特性を
比較した結果,C,microphy/Jaのマウンド形成は,マウンドの土壌養分および養分循環速度を増大させ,｢肥沃の島｣とし
て機能しており,風の強いモンゴル草原生態系において土壌養分利用可能性からみて重要であることを示した｡
以上から,モンゴル草原生態系における放牧による草原利用の持続性を考察すると,森林ステップでは現状の放牧はさ
ほど深刻ではないが,現時点以上の放牧が行われると,草原の劣化を招く可能性があるため,継続的な生態系評価が必要
であると考えられた｡ステップおよびゴビステップでは放牧による植生の損失は土壌環境を全般的に悪化させており,辛
原生態系に大きな負の影響を及ぼしている可能性がある.特に,C.mt'crophylaは生態学的に重要な植物であり,放牧に
よる損失は風食の進行やそれに伴う養分損失を加速させるため,現状の放牧状態では草原生態系は回復不可能な状態にな
る危険性が極めて高いOそのため,潅木バッチの保全や回復が草原の持続的な利用に必須であり,それを実現するための
放牧圧制限の方策と,生態学的な技術開発が必要となる｡
論文蕃査結果の要旨
本博士論文はモンゴル草原生態系の土壌特性について,乾燥程度の異なる3タイプの草原生態系にお
いて放牧による被食が表層土壌 (0-10cm)および深さ50cmまでの垂直変化に与える影響 (1),表層土
壌 (0-5cm)の空間的不均質性に与える影響 (2),およびステップ草原において,Caraganamicrophyla
のマウンド形成が局所的な土壌の化学的特性に及ぼす影響 (3)を明らかにすることを目的としたもの
である｡
(1)については,北部の森林ステップ (年降水量230m ),中部のステップ (年降水量160mm)お
よび南部のゴビステップ(年降水量130m )の柵内外に合計6調査区を設置し,表層土壌特性と深さ50cm
までの土壌特性の垂直変化から,放牧は全域で土壌環境を悪化させ,乾燥が強いはど悪化の程度が強い
ことを示した｡
(2)については, (1)と同じ6調査区を対象に,土壌特性の空間的不均質性を地理統計学的手法
(セミバリオグラム)により定量化している｡その結果,乾燥程度の違いにより元来の植生タイプが異
なると放牧による被食が表層土壌の空間的不均質性に与える影響も異なり,窒素形態変化速度について
は森林ステップでは空間構造の発達を,ステップ･ゴビステップでは空間構造の消失を生じさせること
を示した｡
(3)については,中部のステップにおいて11個のC.microphylaパッチを対象とし,マウンド内,マ
ウンド下およびマウンド外の土壌特性を分析した結果,C.microphyJlaのマウンド形成は,マウンドの土
壌養分および物質循環速度を増大させ, ｢肥沃の島｣として機能しており,風の強いモンゴル草原生態
系においてC.microphylaのマウンドは,土壌の養分利用可能性から見て重要であることを示したO
これらの知見は学術的に重要であるとともに,モンゴル草原生態系の持続性を考える上で有用であり,
これらをとりまとめた本論文は博士の学位に値すると判断される｡なお, (1)の一部と (3)につい
ては,2論文･1著書として公表済みまたは印刷中である｡
